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 事業概要 

 本事業に取組む課題と目的 

これまで名古屋市立高校では、普通科での学びの質や深まりを重視した学習・指導方法の検討や専門学科の充

実、グローバル化への対応など、学びのあり方の改革に努めてきたところであるが、今後、本格的な人口減少社

会の到来やグローバル化・デジタル化の進展など、より複雑化していく社会環境の中で、生徒が自分の興味・関

心を大事にしながら主体的に自らの人生を生きていくために、さらに学びの機会・選択肢を広げていくことが必

要となる。その実現にあたり、本市の教育の中期計画である「名古屋市教育振興基本計画」においても、「学校の

枠を越えた学び」を掲げ、取り組みの推進に努めているが、学校間の連携を促進するネットワーク環境を構築し、

遠隔教育を導入した取り組みとすることで、多様なニーズへの対応や生徒支援、ＳＴＥＡＭ人材の育成、理数教

育の充実等につながる、より高い効果を目指す。 

 

 本事業を通して明らかにしたい事項 

（１）子どもたちの学びの機会・選択肢の拡大の効果 

子どもたちが目指す職業や人生のために必要な学びを得ようとする場合に、例えば普通科の生徒が工業系の知

識やスキルを合わせて習得したい、定時制の生徒がより深く数学を探究したいなど、自校のカリキュラムのみで

は学びきれない内容を学びたいとのニーズが存在する。本取組による遠隔授業の効果的な実施により、そのよう

なニーズに応え、学びの補完・充実を図ることができるか、授業の手法や環境整備等の検証を行いたい。 

（２）市立高校全体の教育の質の向上 

各学校においては創意工夫をしながら自校の教育を推進しているが、一定の科目において専門的に指導が行え

る教員が限られるなど、各校単体では人的資源・教育内容の充実に限界がある状況も存在している。学校の枠を

越えた学びの推進により、生徒同士の交流や学習機会の拡大のほかに、学校間の情報共有や市全体で教育を提供

する意識の醸成など、市全体の教育の質の向上について検証を行いたい。 

 

 ロードマップ 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

目
標 

 

令
和
８
年
度 

 

令
和
７
年
度 

令
和
６
年
度 

○オープン夏季講座の試行実施 
【学校の枠を越えた学び・遠隔授業実施の課題研究】 

単位取得にはつながらないが、夏季講座という短期のプログラムで多様な講座を準備し、生
徒が参加しやすい環境として、他校の授業を学ぶ意欲やニーズ、実施方法の検証を行う。 

①オープン夏季講座の継続実施 
【生徒の興味・関心に応じた学びの選択肢の拡大】 

開講する講座数・内容の充実、参加生徒数の増加を図る。 

②中央高等学校における通年授業での学校の枠を越えた学びの実施 
【学校の枠を越えた学び・遠隔授業の実施方法の具体化】 

・配信校と受信校の連携の具体的な手法の検討 

・教科や指導内容に応じた遠隔授業の手法の検討 

・オンデマンドを活用した授業内容の充実の手法の検討 

 
①オープン夏季講座の継続実施 

夏季以外の期間や常設のコンテンツ等、制度の充実を検討 

②中央高等学校以外の構成校における通年授業での学校の枠を越えた学びの実施 

【学校の枠を越えた学び・遠隔授業の実施の拡大・促進】 

・カリキュラムの異なる学校間における遠隔授業の最適な実施方法の検討 

・各学校の特色を生かした持続可能な仕組みづくり 

○市立高校全体で連携し、遠隔授業やコンテンツを相互に配信・受信できる環境を整備

し、生徒のニーズに応じた学びの機会を拡大 
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 遠隔授業の実施やその運営体制に関する取組 

 調査計画 

○オープン夏季講座の試行実施及び効果検証 

 ・選択可能な他校の講座として、①対面による授業（１８講座）、②同時双方向のオンラインによる授業（２講

座）、③オンデマンドによるコンテンツ（２講座）を設定し、それぞれの実施方法や効果を検証 

 ・実施後にアンケート調査を実施し、生徒のニーズや今後の課題を分析 

○受信体制の検証 

 ・今後のネットワーク環境の整備や遠隔教育の実施に向け、受信側の機器や実施体制を確認 

 

 実施体制 

市立高校全体でネットワークを構成し、相互に配信・受信する体制を構築し、どの学校の生徒でも興味・関心

やニーズに応じた授業を選択し学べる環境を整える。教育委員会「学びの改革推進センター」が配信に関するネ

ットワーク等の環境整備及び学校間連携の総合調整を行い、各学校は配信する授業の内容の作成や生徒のニーズ

把握等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和７年度は、各学校で使用する指導用タブレット、生徒用に配布しているタブレットを活用し、Microsoft 

Teams等、既存のコンテンツを利用して実施。令和 8年度からは遠隔教育用のシステムを構築し実施する。 

 

 取組概要 

遠隔授業に係る取組 
通信教育に係る取組 

①オープン夏季講座 ②通常の授業に係る取組 

～5月 

6月 

7～8月 

9月～ 

 

 

 

 

講座実施の検討、学校調整 

生徒向け周知・受講募集 

オープン夏季講座実施 

アンケート調査、効果検証 

 

 

 

 

 

4月～  

 

 

8月～ 

 

10月～ 

 

 

2月 

 

７年度中央高校の生徒が若宮

商業高校（「デザイン応用

（３単位）」）を履修 

８年度以降の取組について 

中央高校と調整開始 

中央高校と実施方法の調整、

配信協力校の検討・調整 

受講希望生徒募集 

受信体制の確認（中央高校） 

～5月 

 

6月 

 

7～8月 

 

 

7月 

 

12月 

オープン夏季講座

実施の検討 

オープン夏季講座

生徒募集 

オープン夏季講座

実施（オンデマンド

コンテンツの配信） 

遠隔授業ネットワ

ークの業者決定 

遠隔授業ネットワー

ク教員向け説明会 

【中心拠点】 

名古屋市教育委員会 

「学びの改革推進センター」 

 ◇遠隔授業配信に係る通信等の環境整備 
◇遠隔授業に係る基準等の作成 
◇配信校・受信校との総合調整 

【構成校】市立高校 14校全校 
◆配信内容の作成 
◆相互に配信・受信 
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 遠隔授業実施表 

 

中心拠点 受信校 教科名 科目 

 

教育課程 

（※１） 

開設

学年 

遠隔授業実施 

理由 

(※２) 

受信側の配置 

体制（※３） 

遠隔授業

実施回数/

全授業回

数 

（※４） 

教育委員会 

 

桜台高校 地理歴史 

（緑高校配

信） 

歴史総合

世界史探

究 

課程外 

（夏季講

座） 

指定

なし 

教科科目充実型 生徒のタブレ

ットで受講 

３ 

教育委員会 

 

名東高校 地理歴史 

（緑高校配

信） 

歴史総合

世界史探

究 

課程外 

（夏季講

座） 

指定

なし 

教科科目充実型 生徒のタブレ

ットで受講 

３ 

教育委員会 

 

桜台高校 英語 

（菊里高校

配信） 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅰ 

課程外 

（夏季講

座） 

指定

なし 

教科科目充実型 生徒のタブレ

ットで受講 

２ 

教育委員会 

 

緑高校 英語 

（菊里高校

配信） 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅰ 

課程外 

（夏季講

座） 

指定

なし 

教科科目充実型 生徒のタブレ

ットで受講 

２ 

教育委員会 

 

名東高校 英語 

（菊里高校

配信） 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅰ 

課程外 

（夏季講

座） 

指定

なし 

教科科目充実型 生徒のタブレ

ットで受講 

２ 

※１ 教育課程外で遠隔授業を行った場合、実施状況（夏期講座・補習等）を記入。 

※２ 学習機会保障型の場合、生徒が授業を受けた場所も記載。 

※３ 巡回型を実施した場合、受信側の配置体制欄にその旨も付記。 

※４ 教育課程外の取組の場合、総実施回数のみ記載。 

 

 取組内容 

①他校の講座を受講可能なオープン夏季講座を開催し、オンライン配信を実施（教育課程外の取り組み） 

・教育委員会（中心拠点）が実施講座・実施方法等を各学校の意向を確認しながら調整し、全体の運用管理 

・Microsoft Teamsにより、講座内容や受講準備について、担当教諭から受講生へ事前連絡 

・講座当日は生徒自身が接続。学びの場所は自宅でも学校でも受信可 

・教育委員会から、実施状況の把握のため指導主事も参加 

・アンケート調査を実施し、分析と検証結果を次年度以降の実施に反映 

②中央高等学校における通年授業での学校の枠を越えた学びの実施 

・中央高等学校と生徒の受入校である若宮商業高等学校の学校間連携による単位認定合意 

・両校間での受講科目・受講方法等の調整（「デザイン応用（３単位）」） 

・両校教頭を通じ、講座内容や受講準備について、担当教諭から受講生へ事前連絡 

・必要に応じて、教育委員会から、実施状況の把握のため指導主事も参加 

・アンケート調査を実施し、分析と検証結果を次年度以降の実施に反映 
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 考察 

①オープン夏季講座の実施結果からの考察 

（１）子どもたちの学びの機会・選択肢の拡大の効果 

 ・受講した生徒のアンケート結果からは、「自分の興味のある講座があったから」「自分の学校ではうけられな

い講座があったから」といった積極的な理由による受講が多く見られ、学校の枠を越えて学ぶ機会に対する考

え、再度の参加の意欲いずれも肯定的な意見がほとんどを占めていたことから、学校の枠を越えた学びの機会

へのニーズは高いことが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回の夏季講座では、オンラインまたはオンデマンドの講座は全２２講座中４講座であったが、受講人数は

全体の約半数であり、遠隔授業に対する需要の高さが見られた。今後、学校の枠を越えた学びのさらなる充実

には、遠隔授業に関する環境整備が必要であると考察される。 

 今年度導入したオンデマンド型動画配信用クラウドサーバーは、教員向け説明会を開催し、各校が活用でき

るようになったのが年度の後半であったため、夏季講座には間に合わなかった。今後このシステムを活用して

参加した理由（生徒アンケート）重複回答あり 

１位：興味がある講座内容があったから（５８％） 

２位：自分の学校では受けられない講座があったから（２２％） 

３位：他校の生徒と一緒に学ぶ機会に魅力を感じたから（１１％） 

   キャリアに生かせる講座内容だったから（１１％） 

５位： 将来勉強したい分野の講座内容だったから（９％） 

その他：他校に行ってみたかったから 、専門科の講座が受けられるから、友達と一緒に受けられるから、  

友達や先生、キャリナビ（各校に配置されているキャリアコンサルタント資格を有する外部人材） 

に誘われたから、等 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受講生徒

講座担当者

また開講（講座担当者）/参加したいか（受講生徒）

①ぜひ開講/参加したい ②開講/参加してもよい

③あまり開講/参加したくない ④開講/参加しない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受講生徒

講座担当者

開講（講座担当者）/参加した感想（受講生徒）

①よかった ②概ねよかった ③あまりよくなかった ④よくなかった
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市立高校間で相互に配信・受信する体制を構築し、どの学校の生徒でも興味・関心やニーズに応じた授業を選

択し学べる環境を提供できるようにする。 

・講座を担当した教員からは、概ね前向きな回答を得たが、生徒と比べ課題意識を持った者も一定数見られ、

取り組みの周知不足を感じる意見やしっかりとしたシステム構築を求める意見があった。取り組みの実施に伴

う環境整備や運用面で充実・改善を図る必要性が確認された。 

・教育委員会が総合調整機能を担い、生徒への募集や実施講座の調整、全体の運用管理を行う体制は、学校の

負担が軽減される点や開講・配信する講座の検討に集中できる点で適切であるとの意見が多く見られた。 

（２）市立高校全体の教育の質の向上 

 ・教育委員会が中心拠点として総合調整の役割を果たし、市立高校全体に向けて周知や調整を図ったことで、

各校単位の取り組みではなく、市全体で生徒の学びの機会を拡大していくという機運醸成が図られた。この取

り組みも２年目となり、他校の教員と連携して講座を開講したり、外部機関と連携してフィールドワークを行

ったりするなど、講座内容の充実が見られた。今後こうした学校の枠を越えた取組を拡大することにより、さ

らなる効果が期待される。 

②中央高等学校における通年授業での学校の枠を越えた学びの実施を受けた考察 

（１）子どもたちの学びの機会・選択肢の拡大の効果 

・受講した生徒のアンケート結果からは、在籍校である単位制高校での授業と、全日制商業科の高校での授業の

雰囲気の違いに強い印象を受けたことがうかがえる。「自校にはない科目の授業を受けることができただけでは

なく、実技で作品を作成し、地域の行事で展示をする機会を得られた。」「資格試験を始めて受けることができた。」

「（制服のない自校と異なり）生徒の皆さんの制服に合わせて自分の服装を考えることで TPO に配慮した振る舞

いを学ぶことができた。」「2つの学校の授業や行事予定を把握するため、スケジュール管理を行う習慣がついた。」

といった積極的な意見が聞かれた。こうした受講生徒の声からは学校の枠を越えて学ぶ機会を肯定的に捉えてい

ることが読み取れる。 

（２）市立高校全体の教育の質の向上 

・教育委員会が仲介役として総合調整の役割を果たし、市立高校全体に向けて周知や調整を図ったことで、学校

の枠を越えた学びを特定の学校の取り組みではなく、市立高校で生徒の学びの機会を拡大していくという機運醸

成が図られた。令和７年度は受講生徒が１名のみで、その生徒が希望したのが実技を伴う科目だったこともあり、

オンラインによる受講は実現しなかった。遠隔授業を活用する際には何が必要なのか、今年度の課題を整理し、

次年度に向けた検証を行った。今年度の取組を踏まえ、生徒のニーズに寄り添った学校の枠を越えた学びを拡大

することにより、さらなる効果が期待される。 

 

 通信教育の実施やその運営体制に関する取組 

 調査計画 

○オープン夏季講座の試行実施及び効果検証 

 ・選択可能な他校の講座として、オンデマンドによるコンテンツを設定し、生徒のニーズや実施方法、効果を

検証 

 ・今後、夏季講座での実施拡大や夏季講座以外での授業補助・自主学習等での活用が可能か検討するにあたっ

ての参考とする。 

 

 実施体制 

令和６年度は、各学校で使用する指導用タブレット、生徒用に配布しているタブレットを活用し、Microsoft 

Teams 等、既存のコンテンツを利用して実施。令和 7 年度からは遠隔教育用のシステムを構築し実施する予定で

あったが、先述のとおり、今年度導入したオンデマンド型動画配信用クラウドサーバーを各校が活用できるよう
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になったのが年度の後半であったため、夏季講座には間に合わなかった。今後このシステムを活用して市立高校

間で相互に配信・受信する体制を構築し、どの学校の生徒でも興味・関心やニーズに応じた授業を選択し学べる

環境を提供できるようにする。 

 

 取組概要 

他校の講座を受講可能なオープン夏季講座を開催し、オンデマンドコンテンツによる講座を実施（教育課程外

の取り組み） 

 

 通信教育実施表 

 

中心拠点 

（※１） 

受信校 教科名 科目 

 

教育課程 

（※２） 

開設学年 通信教育実施 

理由 

教育委員会 

 

菊里高校 地理歴史（向陽

高校配信） 

地理総合 

地理探究 

課程外 

（夏季講座） 

指定なし 教科科目充実型 

教育委員会 

 

緑高校 地理歴史（向陽

高校配信） 

地理総合 

地理探究 

課程外 

（夏季講座） 

指定なし 教科科目充実型 

教育委員会 

 

菊里高校 情報（向陽高校

配信） 

情報Ⅰ 課程外 

（夏季講座） 

指定なし 教科科目充実型 

教育委員会 

 

菊里高校 情報（向陽高校

配信） 

情報Ⅰ 課程外 

（夏季講座） 

指定なし 教科科目充実型 

教育委員会 

 

緑高校 情報（向陽高校

配信） 

情報Ⅰ 課程外 

（夏季講座） 

指定なし 教科科目充実型 

教育委員会 

 

山田高校 情報（向陽高校

配信） 

情報Ⅰ 課程外 

（夏季講座） 

指定なし 教科科目充実型 

※１ 自校で通信教育を実施した場合、中心拠点欄を空欄とし、受信校欄に実施校を記載。 

   その際、括弧で（自校）と付記。 

※２ 教育課程外で通信教育を行った場合、実施状況（夏期講座・補習等）を記入。 

 

 取組内容 

・教育委員会（中心拠点）が実施講座・実施方法等を各学校の意向を確認しながら調整し、全体の運用管理 

・Microsoft Teamsにより、講座内容や受講準備について、担当教諭から受講生へ事前連絡 

・講座当日は生徒自身が接続。学びの場所は自宅でも学校でも受信可 

・教育委員会から、実施状況の把握のため指導主事も参加 

・アンケート調査を実施し、分析と検証結果を次年度以降の実施に反映 
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 考察 

・オンデマンドの講座は全２２講座中４講座と講座数は少なかったが、生徒の参加人数は多く、ニーズの高さは

確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オンデマンドによる授業配信については大きな問題もなく実施することができたが、配信したものを１回視聴

するだけで完結しており、実施前後のフォローなど、学習の質を確保するための工夫を今後、充実させる必要が

ある。 

 

 まとめ 

（１）子どもたちの学びの機会・選択肢の拡大の効果について 

子どもたちの学びの機会の拡大のため、本市において進めている「学校の枠を越えた学び」の取り組みは、こ

れまで、個々の学校間連携等で一定の効果を得ていたが、今後、さらに効果を高めるためには、各学校レベルの

連携に加えて、市全体で生徒のニーズを踏まえた学びの場を構築する必要がある。 

令和６年度に試行実施を開始し、令和７年度に２年目を迎えたオープン夏季講座においては、対面方式、オン

ライン方式、オンデマンド方式それぞれのメリットを感じたが、生徒のニーズや実施状況を見ると、取り組みを

充実させていくには遠隔授業の適切な活用が重要であると感じた。 

教育委員会が中心拠点となり、各学校間で相互に配信・受信を行いながら学ぶ体制の総合調整を行う仕組みは、

本市の目指す「都市型」「教科・科目充実型」の取り組みに適した形であると確認できたため、この形をベースと

して、遠隔授業の実施方法や整備すべきネットワーク環境、配信・受信体制等をさらに検証し、機能の充実を図

りたい。 

令和７年度に開始した中央高等学校における通年授業での学校の枠を越えた学びの実施においては、現在、中

央高等学校以外のほとんどの学校では学年制を採用している。学校によって時程も異なり、学校間連携による単

位修得を実施していくためには課題も大きい。今年度の試行においては、単位制の高校の生徒が学年制の高校の

科目を履修するためには受入校の時間割に合わせる必要があり、在籍校で受講する予定だった科目を大幅に変更

するなどの問題も生じた。今後取組を拡大するためには、こうした課題を解決する必要がある。 

今年度の事業の検証を踏まえ、現在本市が策定を目指している、次期「魅力ある市立高等学校づくり推進基本

計画（第３次）」においては、単位制や通信制といった、学校の枠を越えた学びを充実させるための枠組みを検討

していく必要がある。今年度開催した「今後の市立高校のあり方に関する懇談会」において有識者から出された

意見を参考に、市立高校教育におけるＤＸ活用を推進しつつ、市立高校全体での制度設計を目指す。 

 

（２）市立高校全体の教育の質の向上 

市全体の取り組みとして「学校の枠を越えた学び」を推進し、各学校へその趣旨を周知することで、各学校に

おいても他校と連携し、全体で子どもの学びを保障していくという機運の醸成が図られた。今後、オープン夏季

講座の規模拡大、夏季以外の実施、教育課程内における取り組みなど、事業の幅を広げていくことで、さらにこ

の機運が高まることが期待される。 

受講者の割合

オンデマンド オンライン 対面
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また、本市の取り組みにおいては、自校で選択できない講座だから受講したという生徒のニーズも見られ、１

校だけでは実現できないことが実施可能となった。生徒の選択肢を全体で補完して拡大できるため、学校間の情

報共有を進めながら、実効性を高めていく。 

 


